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機械器具（18）血圧検査又は脈波検査用器具 

アネロイド式血圧計 16156000 一般医療機器 

ｅｓ マノメーター Ｐａｌｍ Ｏｎｅ Ｖ２０１ＳＨ 
 

 

 

【禁忌・禁止】 
１． 測定は２分以内に実施し、測定が終わったら速やかに

カフ内の空気を抜き、患者の腕からカフを外すこと。

[患者の血流障害・末梢神経の損傷を引き起こす可能

性がある] 

２． 傷などの未治癒の腕にカフを巻かないこと。 

３． 治療中の静脈注射や輸血を行なっている場合はカフ

を巻かないこと。[ケガや事故をおこす恐れがある] 

４． 300mmHg 以上の加圧をしないこと。衝撃・落下を避け

て使用すること。[故障の原因となる] 

 

 

【形状・構造及び原理等】 
本品は、血圧測定値を表示するマノメーター（アネロイド

式圧力計）、腕周に巻きつけるカフ、加圧するための送気

球、減圧するための排気弁、カフへ送気するチューブで構

成されたアネロイド式血圧計である。 

 

１． 形状及び寸法 

形 状 

 

カフ 

チューブ 

マノメーター 

送気球(グリップ) 

排気調整スイッチ 

 

寸 法 

本体全長 

（マノメーターから送気球まで） 
17.3cm 

マノメーター直径 5.5cm 

カフ：縦×横 15×51cm 

チューブ 48cm 

 

重 量 ： 約 285ｇ 

 

 

【使用目的又は効果】 
腕周に巻きつける加圧可能のカフ、カフ内の空気圧を調節

する弁、アネロイド式圧力計から構成される機器をいう。 

 

 

【使用方法等】 
１． カフ内の空気を排気調整スイッチにより完全に抜い

てから、被検査者の左上腕の肘関節から２cm 上の位置

にカフをきつく巻きつける。 

２． 被検査者をカフ上部と患者大動脈弁が水平になるよ

うな位置にする。 

３． 排気調整スイッチが閉じていることを確認する。 

４． 聴診器を使ってコロトコフ音を聞きながら、送気球で

カフを加圧する。 

５． 送気球を数回握って、カフが膨らむとカフ内の圧力上

昇に伴って指針が示す圧力値も上昇する。予想される

収縮期圧より 20～30mmHg 上まで加圧する。 

６． ４～５回の心拍を待ってから、排気調整スイッチを少

し開く。減圧速度は、１秒当たり２～３mmHg が理想的

である。 

７． マノメーターの指針値が緩やかに下降することを確

認する。聴診器からコロトコフ音が聞こえ始めた時の

マノメーターの指針が示す値を読む。この値が収縮期

圧値になる。 

８． さらにマノメーターの指針値の下降に伴って、コロト

コフ音が徐々に弱まり、コロトコフ音を最後に聞くこ

とができた時のマノメーターの指針が示す値を読む。

この値が拡張期圧値である。 

９． 検査終了後、排気調整スイッチを開いて、カフ内の空

気を完全に抜く。 

 

 

【使用上の注意】 
１．再測定する場合、２分間待ってから実施してください。 

２． 本品を汚したり濡らさないこと。 

３． 鋭利なもので傷つけないこと。[加圧できなくなる] 

４． 本品に紫外線を直接当てないこと。[劣化] 

 

 

【保管方法及び有効期間等】 
１． 保管方法 

温度：０～45℃、湿度：80％以下の場所で保管してく

ださい。 

 

 

【保守・点検に係る事項】 
１． 本体の汚れを落とすには、乾いた柔らかい布で拭いて

ください。汚れが落ちにくい時は、薄めた中性洗剤で

湿らせた布で拭いてください。化学薬品やアルコール

が含まれている洗浄液は絶対に使用しないこと。 

２． カフカバーのクリーニング 

・ カフ内の袋を抜き出す。 

・ カフは傷つきやすいので取扱いには注意してくださ

い。カフカバーのお手入れには濡れた布をお使いくだ

さい。 

３． 校正 

測定値の確度を保証するため、２年毎に精度点検・校

正を行なうことをお勧めします。校正は、製造販売業

者または認定業者に依頼してください。 

４． 部品交換や修理をする場合は、本品製造業者の純正部

品だけを使用してください。 

 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
製造販売業者：eastsidemed株式会社  

東京都文京区本郷３-２４-５ 

TEL ０３-３８１５-００５６  FAX ０３-３８１８-４０８５ 


